


-1-

とおい、とおい、山おくに

龍だけが住んでいる村がありました。

 

 



-2-

ドーラおばあちゃんは、その中でも一番の長生きで

もう千年以上も生きているそうです。

 

 



-3-

ドーラおばあちゃんは、年をとって

もう空を飛ぶことはできなくなっていましたが、

村で一番のものしりだったドーラおばあちゃんのところには、

毎日たくさんの龍が、なやみをそうだんしにやってきました。

 

 



-4-

子どもの龍のランちゃんは、ドーラおばあちゃんに

そうだんすることはなかったのですが、

毎日、ドーラおばあちゃんのところに　あそびに行きました。

 



-5-

村のなかで、ドーラおばあちゃんだけが

とくべつ大きなツノをもっていました。

そして、ドーラおばあちゃんのツノにだけ

たくさんのきれいな花がさいていたのです。



-6-

でも、ランちゃんは　そのことを

おばあちゃんに　きいたことはありません。

だって、おばあちゃんと　いっしょにいるだけで

じゅうぶんに楽しかったのです。



-7-

ある日のこと、ランちゃんはいつものように

ドーラおばあちゃんのところに　あそびに行きました。

 

 



-8-

ちょうど　そうだんがおわった龍が

なんども　おばあちゃんに　お礼を言っていました。

 

 



-9-

その時です。

ドーラおばあちゃんのツノに

また１りんの花がさいたのです。

 



-10-

ランちゃんは、ドーラおばあちゃんに

花のことを聞いてみることにしました。

「ドーラおばあちゃん、どうして　おばあちゃんのツノにだけ

たくさんのお花がさいてるの？」



-11-

「おやまぁ！　ランちゃんには私のツノの花が見えるのかい？

うれしいねぇ！」

 

 



-12-

「世の中には、ツノに花がさいている龍と　花がさいていない龍がいるの。

そして、ほとんどの龍には　だれがツノに花をさかせているのか見えないのよ。

ランちゃんは大人になれば、

私のほかにも、花がさいている龍がいることがわかるよ。」



-13-

ランちゃんには、ドーラおばあちゃんの話が　よくわかりませんでした。

ドーラおばあちゃんも　それいじょう

ツノの花については話してはくれませんでした・・・

 



-14-

あれから百年の時がたちました。

ランちゃんは　りっぱな大人の龍にせいちょうしました。

ランちゃんは　大人になってからも、

毎日ドーラおばあちゃんと　お話しに行きます。



-15-

ドーラおばあちゃんは　ランちゃんを見ると、うれしそうに　こう言いました。

「ランちゃん・・・今までずっと私のところに　あそびに来てくれてありがとう。

私からの　さいごのお願いじゃ・・・

今夜はひとばんじゅう、ランちゃんと　楽しいお話しがしたいのー・・・」



-16-

ランちゃんは、おばあちゃんの話を

ちょっぴり　さびしく思いましたが、

その夜は　ドーラおばあちゃんによりそって

ずっとお話しをすることにしました。



-17-

「ランちゃん、ありがとう・・・

私は今まで　ランちゃんと

たくさんのお話しができて　うれしかったよ。

ありがとう・・・ありがとう・・・」



-18-

次の日のあさ、

ランちゃんのよこに、ドーラおばあちゃんの　すがたは　ありませんでした。

そこには　ドーラおばあちゃんの　りっぱなツノだけが　のこっていました。

 

 

 

 

 



-19-

ランちゃんは　ドーラおばあちゃんを思い、

なみだをながしました・・・

いつのまにか、ランちゃんのツノには

１りんの　きれいな花が　さいていました・・・



-20-

おしまい
 

 

 



-21-

あとがき

 

龍の世界では、

好きな人に感謝されるとツノに花が咲くそうです。

誰がどれだけの花を咲かせているのかは、誰にも見ることができません。

私たち人間も、見えないところに花を咲かせている人がいるかもしれませんね。

 

まっちん

 

「ドーラおばあちゃんの花」動く絵本はこちら

http://nikonikoehon.net/picturebook2/dorahana.htm

